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他者の評価 我々の評価

• 各国（米、英、豪、中、日）にガ
イドラインあり（１）→色々制限は
あるが、精子バンクの存在自体
には肯定的

• 各国：提供された精子は厳しい
検査を受けるべき（２）

• 日本の大学生：

自己の意思決定によって行って
よいと考えている（３）

• 日本の子どものいない不妊症
治療中カップル：

精子バンクについて、「認め、広
めるべきだとは思うが、自分は
利用しない」という態度（４）

• 仏・英：興味ある人は多いが、
既婚者で子どものいる男性が
興味ありとみられる（５）

• 完全否定はできない
• 尐子化対策しないと… 2.07超
えないと、人口減尐

• 人生諦めも重要、でも諦めき
れないこともある「妊娠」

• 尐子化の問題がないならやら
ないのがベター

• 養子縁組を活性化・柔軟化さ
せては？（国際レベル）

• 夫婦の不妊治療のレベル、シ
ングルマザー・レズのレベル

• 選ぶレベルと、単に子どもとい
う存在がほしいレベル

• 自分の卵子は活かせるところ
はよい

• わたしとイケメンの子ども？→
エゴ？



私たちの判断
• 精子バンクが世界で行われることを肯定する
• 米国の結婚している夫婦の30％は不妊（６）、日本では平成11年2月の結果に
よれば284800人が何らかの不妊治療を受けているものと推測されており、日
本で平成11年までに59520人が体外受精などにより出生（７）→需要がある＋
技術的にかなり安定、浸透している

• ただし、規制や考慮すべきことは多々ある
• 例えば、匿名性に対する態度は国によって違う⇒「信念」を大切に
－日本、中国は匿名、ただし日本は15歳以上が精子の提供者の情報を得ること
ができる（１）。∵伝統的な中国の文化や哲学が、遺伝や生物学手的な出自＝
血のつながりを重んじる→日本もそうでは？

－米国の現状は匿名性保持不可能（８）、英国は生まれた子どもが18歳になった
らドナーが出自を明かすことを法律で規定（2005年）（１）
∵権利、自律性という西洋的な考え？

• 有償・無償の問題（米のみ有償を認めている）（２）（５）（８）→有償を認める
• 日本は精子の提供を受けなければ妊娠できない夫婦のみが、精子提供を受
けられるというガイドライン（７）⇒シングルマザー・レズも認めよう！

• 全世界共通で、夫婦間・シングルマザー・レズの精子バンク利用を認める。私
たちはもっと多様な家族の形を認めるべき、寛容になろう

• ただし、それを可能にし、世界を幸福にするには、法的規制が必要（精子の検
査、一人の男性の精子から最大何人の子どもが生まれてよいのか、悪質商法
の禁止など）。匿名性は現状維持。

• 同時に養子縁組の推進を図る
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お わ り

ありがとうございました


